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AIを用いた操業原単位悪化要因の分析によって
改善ポイントの抽出作業を省力化

鋳造メーカーの操業の省エネ化をサポート
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操業原単位の悪化要因を「見える化」「分かる化」。
操業の改善に向けたお客様のPDCAサイクルによる省エネ活動をサポート。

見える化
ダッシュボードでデータを視覚化

● 操業状況   ● エネルギー使用状況

分かる化
分析ツールで要因分析作業を省力化

● 操業原単位悪化要因を抽出

操業ごとに発生する“ばらつき”を解消して省エネ

操業原単位の悪化
操業ロス・溶解ロス・放熱ロス・保温ロス など

さまざまな要因により、同一工場内でも操業ごとに多くの“ばらつき”が発生
● まちまちな溶解の時間設定
● 昼勤と夜勤での交代作業員による手順の違い

● 溶解・造形能力の不均衡
● 後工程の停止など、ライントラブル

■ 鋳造メーカーの電力原単位の状況
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各社の操業ばらつき

■ 某社の操業事例
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省エネ操業の実現をサポート

鋳造EMSの導入

課題

対策



設備稼働状況画面 運用管理画面

操業原単位の悪化要因を「見える化」「分かる化」。
操業の改善に向けたお客様のPDCAサイクルによる省エネ活動をサポート。

鋳造EMSの機能

1バッチごとの使用電力量、溶解重量の散布図で操業結果を可視化。目標原単位やモデルバッチとの乖離に対する影響要因
をAI（統計的因果推論）が自動抽出し、影響度順にランキング化することで、お客様が行う要因分析作業の省力化に貢献し、
操業の改善に向けたPDCAサイクル構築を支援します。

AIを用いた操業原単位悪化要因の分析によって改善ポイントの抽出作業を省力化

誘導炉の操業に特化したダッシュボード機能を搭載。操業原単位の改善に対して、相関関係の強いパラメータをKPIとして標準
表示し、リアルタイムに状態を確認することができます。

汎用ダッシュボードでリアルタイムに管理

効率ベースライン定義画面 影響要因分析画面
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誘導炉の操業、エネルギー使用状況を見える化
AIを用いた操業原単位悪化要因の分析によって
改善ポイントの抽出作業を省力化

鋳造メーカーの操業の省エネ化をサポート

システム構成例

誘導炉

 FiTSAΣ
（データ収集端末）

MICREX-SX
MONITOUCHI
MICREX-SX

鋳造エネルギー
マネジメントシステム

オプションツール

操業支援タブレット
●操業記録の電子化を支援（投入材料レシピ管理、実績記録）
●鋳造EMSの帳票機能との連携により電子化データの
　帳票出力が可能

材料面における操業原単位悪化要因をさらに
深堀し、省エネ操業の実現を支援します。

材料重量入力画面

溶解運転画面 

運用イメージ

溶解開始時 材料投入指令時

溶湯

空き空き

放熱ロス

材料投入指令時

溶湯

放熱無

■改善前：材料が溶け切ってから材料を追装 ■改善後：材料が溶け切る前に材料を追装

材料投入方法を改善し、操業原単位を向上

ダッシュボードにて平均投入電力などのKPIを確認し、お客様は因果関係
の強い事象に対して対策を実施。対策前後でのKPIの変化から、効果の
有効性確認が行えます。また、さらなる深堀分析では、因果関係の不明な
事象に対してのAIを用いた分析が行えます。この判定結果を基にお客様
は対策案の検討を行うことができます。

改善率
3.3％向上

674kWh/t     652kWh/t（△22kWh/t） 40分　 35分（△5分）　　　
電力原単位 溶解時間


